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２．貸借対照表 

 

２．１ 資産の部 

・ 「資産の部」には、廃棄物行政の各部門が持つ資産（施設、設備、土地等）を記載

します。 

・ 「資産の部」には３つの項目で構成されます。 

 

（１）有形固定資産 

・ 有形固定資産には、「施設」「設備」といった「減価償却対象となる物件」と、「土

地」についてのデータを記載します。 

・ 【原価計算シート：06～09】で入力された情報を元に、自動的に帳簿価額を計算し、

記載されます。 

※原価計算結果から自動的に作成されますので、作業の必要はありません。 
 

（２）投資等 

・ 投資等には、「出資金」「貸付金」「基金」についてのデータを記載します。 

※いずれのデータも、『決算統計』の歳出明細に記載されたデータをもとに入力します。
 

○「出資金」「貸付金」 

・ 「出資金」や「貸付金」には、例えば廃棄物処理施設建設を第３セクターやＰＦＩ

方式で委託し、事業を受託した企業へ「出資」あるいは「貸付」を行っているとい

った場合の金額の合計を入力します。 

 

○「基金」 

・ 「基金」には、廃棄物対策に関連する基金（例：市内環境美化基金等）への積立金

額の合計を入力します。 

 

（注１）返済される可能性のないもの・返済されることを初めから見込まないもの（集

団回収の奨励金が直接自治会等に支払われている場合等）は入力しません。 

 
（注２）自治体の個別事情によって金額がゼロとなる可能性があります。 

 
（３）流動資産 

・ 流動資産には、「現金・預金」「未集金その他」についてのデータを記載します。 

※いずれのデータも、『歳入歳出決算書』の明細に記載されたデータをもとに入力して
下さい。 

 
○「現金・預金」 

・ 「現金」には、例えば廃棄物処理施設に直接搬入された場合の処理料金が金庫に保

管されている、といった場合の金額の合計を入力します。「預金」には、例えば廃

棄物行政各部門が独自に預金口座等を持っている場合の預金額を入力します。 

 
○「未集金その他」 

・ 「未集金その他」には、例えば有料袋の代金が未だ支払われておらず、当期に支払

われる予定となっている場合の金額を入力します。 

 
（注１）自治体の個別事情によって金額がゼロとなる可能性があります。 
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２．２ 負債の部 

 

「負債の部」には、廃棄物行政の各部門が持つ負債（返済の義務がある資金等）を記載し

ます。 

 

（１）固定負債・引当金 

・ 固定負債には、「債務負担行為」と「退職給付引当金」についてのデータを記載し

ます。 

 

○「債務負担行為」 

・ 債務負担行為とは、例えば廃棄物処理施設建設を第３セクターやＰＦＩ方式で建設

した後、何らかの事情で施設を買い取った場合に付随する債務について返済義務を

負うようなケースが該当します。この場合の債務の残高を入力します。 

※『決算統計』の歳出明細に記載されたデータをもとに入力します。 
 

○「退職給付引当金」 

・ 【原価計算シート：04】で入力された情報を元に、自動的に帳簿価額を計算し、記

載されます。 

※原価計算結果から自動的に作成されますので、作業の必要はありません。 
 

 

（２）流動負債 

・ 流動負債には、廃棄物行政に関連する負債のうち、１年以内に完済予定のものの残

高を入力します。 

※『決算統計』の歳出明細に記載されたデータをもとに入力します。 
 

 

２．３ 資本の部 

 

「資本の部」には、廃棄物行政全体が持つ資本（返済の義務の無い資金等）を記載します。

 

（１）支出金 

・ 支出金には、「国庫支出金」と「都道府県支出金」についてのデータを記載します。

 

○「国庫支出金」「都道府県支出金」 

・ 【原価計算シート：06～09】で入力された情報を基に、自動的に帳簿価額を計算し、

記載されます。 

※原価計算結果から自動的に作成されますので、作業の必要はありません。 
 

 

（２）一般財源等 

・ 一般財源等には、自治体の独自財源の金額が記載されます。 

※本項目は、入力された全てのデータを基に自動的に計算し、記載されます。作業の必
要はありません。 
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１．資産の部 【負債の部】

（１）有形固定資産 （１）固定負債・引当金

収集部門 70,754,762 地方債 24,000,000

処理・処分部門 254,928,571 債務負担行為 1,500,000

再資源化部門 669,733,333 退職給付引当金 93,378,787

管理部門 0 固定負債・引当金合計 118,878,787

（うち土地 648,250,000 ）

有形固定資産合計 995,416,667 （２）流動負債

流動負債合計 0

（２）投資等

出資金 200,000 負債合計 118,878,787

貸付金 0 【資本の部】

基金 1,200,000 （１）支出金

投資等合計 1,400,000 国庫支出金 2,900,000

都道府県支出金 1,291,429

（３）流動資産 支出金合計 4,191,429

現金・預金 2,400,000

未収金その他 270,000 （２）一般財源等

流動資産合計 2,670,000 一般財源等合計 876,416,451

資本合計 880,607,880

資産合計 999,486,667 負債・資本合計 999,486,667

借方 貸方

廃棄物会計 貸借対照表
平成○○年3月31日

廃棄物会計バランスシートの作成イメージ 
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３．行政コスト計算書 

 
Ａ．廃棄物処理に係る費用 

・ 部門ごとに作成した【原価計算シート】のうち、費用となる部分（01～24）の合計が「廃棄

物処理に係る費用」となります。 
・ 【原価計算シート：01～24】に基づいて自動的に帳簿価額を計算し、記載します。 
※原価計算結果から自動的に作成されますので、作業の必要はありません。 
 

Ｂ．廃棄物処理に係る全歳入 

（１）一般財源等 

・ 一般財源等には、自治体の独自財源の金額が記載されます。 
・ 本項目は、入力された全てのデータを基に自動的に計算し、記載されます。 
※本項目は、入力された全てのデータを基に自動的に計算し、記載されます。作業の必要は

ありません。 
 
（２）支出金 

・ 支出金には、「国庫支出金」と「都道府県支出金」についてのデータを記載します。 
・ 【原価計算シート：06～09】で入力された情報をもとに、自動的に帳簿価額を計算し、記

載されます。 
※原価計算結果から自動的に作成されますので、作業の必要はありません。 

 

（３）収入 

・ 廃棄物処理における収入（資源売却収入や有料化手数料収入といった“営業収入”）に

ついてのデータを記載します。 
・ 「売却収入」は【原価計算シート：25】、「その他収入」は【原価計算シート：26】で入力され

た情報をもとに、自動的に帳簿価額を計算し、記載されます。 
※原価計算結果から自動的に作成されますので、作業の必要はありません。 
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（１）廃棄物処理に係る全費用

収集運搬部門 107,912,466 各部門の費用合計（０１～２４）を転記

中間処理・最終処分部門 619,251,028 各部門の費用合計（０１～２４）を転記

再資源化部門 100,890,002 各部門の費用合計（０１～２４）を転記

管理部門 78,480,127 各部門の費用合計（０１～２４）を転記

合計 906,533,623

 （２）廃棄物処理に係る全歳入

一般財源等 880,738,794 ※現段階では差額を一般財源とみなして入力

支出金 1,185,714

国庫 873,333

都道府県 312,381

資源売却収入 4,800,000 原価計算結果の「２５売却収入」合計を転記

有料袋販売収入 25,500,000

その他収入 19,809,115 原価計算結果の「２６その他収入」合計を転記

合計 906,533,624

収支差額 0

○○市 廃棄物会計 行政コスト計算書 （作成イメージ）
平成○○年4月1日～平成○○年3月31日

原価計算結果の国庫からの歳入のうち、
当期に費用として支出されたもの（０６～０９減価償却費）
原価計算結果の都道府県からの歳入のうち、
当期に費用として支出されたもの（０６～０９減価償却費）

 

 
 
 




